
１． はじめに 

近年，地球上のエネルギー資源の枯渇が深刻化

している背景から，太陽エネルギーの活用[1]が注

目されている．太陽光や太陽熱による発電などが

その代表である．それらを普及させる中で，設置

場所周辺の日射量の予測が重要な課題となってい

る．従来手法では，建物と植物の区別をせず日射

量を予測する研究がなされているが，太陽エネル

ギーを効率よく得るためには，周辺の建築物や植

物の影響を考慮した日射量を予測し，適切な場所

で設置することが有効である．そのため本研究で

は，その解決方法として画像処理を用いた空・建

物・植物などを分離し，日射量を予測するシステ

ムの検討・開発を行う．  

2. 画像処理による日射量予測 

提案手法では，魚眼レンズを用いて撮影した写

真を，空・建物・植物などを分離し，日射量を予

測するシステムの検討・開発を目的としており，

一年を通して変化が少ない建物と，変化が大きい

植物を分離することで，より実用的な日射量の予

測を試みる． 

3. SVMを用いた建築物と植物の分離の実現 

提案手法では，建物と植物の分離のため，分離

対象物の輪郭の隣接する画素の傾きが異なること

を着目する．画像処理により分離対象物の特徴量

を算出し，Support Vector Machine (SVM) [2][3]

により建物と植物の分離を実現する． 

提案手法の流れについて説明する．本手法の処

理手順を図1に示す．はじめに，魚眼レンズを用い

て撮影した入力画像(図2)と，マスク画像を用いて

入力画像の周囲統一化を行う．次に，式(1)を用い

て入力画像のRGBを白黒濃淡画像に変換し生成す

る． 

𝑌 = 0.299R+0.587𝐺 + 0.114𝐵       (1) 
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図 1. フローチャート 

 

判別分析法を用いて図3に示す二値化画像を生成

し，ラベリングを行い，領域ごとに分割する．次

に，それぞれのラベリングの面積を算出する．閾

値により分離対象領域を定める．建物と植物を分

離し，日射量の推定行う． 

3.1 建物と植物の特徴量の算出 

本章では，3 の処理にてラベリングを行った部分

の輪郭部の傾きを用いた建物と植物の特徴量を算

出する．画像の横軸を X，縦軸を Yとし，該当する

ラベリング部を走査し，輪郭部の座標を式(2)により

傾き𝑎𝑛を算出する． 

𝑎𝑛 =
⊿𝑌

⊿𝑋
=
𝑌𝑛+10 − 𝑌𝑛
𝑋𝑛+10 − 𝑋𝑛

 

図 2. 入力画像 

図 3. 二値化画像 

建物と植物について，それぞれ傾きを算出した結

果を図 4と図 5に示す．輪郭部が直線やなだらかな

曲線により形成されている建物は，図 4 のような直

線に近いグラフとなっていることがわかる．一方，

輪郭部が凹凸の多い線で形成されている植物にお

いては，図 5 のようなバラつきの大きいグラフとな

っていることがわかる．傾きの差の絶対値の総和 S

を式(3)により求め，建物と植物で比較を行った． 

𝑆 = ∑|𝑎𝑛−𝑎𝑛−1|

𝑚

𝑛=1

 

建物の Sは 36.57，植物の Sは 916.2 と差があ

ることがわかる．これは，直線に近い傾きを持つ

建物は，隣同士の傾きの差は 0に近い値を取る． 
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図 4. 建物の傾き 

図 5. 植物の傾き 

一方，ばらつきが大きな傾きを持つ植物は，隣同士

の傾きの差は大きくなるものが多い．そのため Sに

それぞれ大きな差が現れたと考えられる． 

3.2 SVM による建物と植物の分離 

魚眼レンズを用いて撮影した写真から算出した

特徴量を用いて SVMにより建物と植物の分離する

手法を説明する．SVM を用いた建物と植物の分離

の処理手順は，学習フェーズと識別フェーズに分け

られる．学習フェーズでは，3.1 にて算出した傾き

の差の絶対値の総和 Sと該当ラベリングの面積の 

図 6. 分離結果（建物） 

図 7. 分離結果（植物） 

特徴量を算出する．提案手法では，これらの特徴

量を要素とする特徴ベクトルとする．これらの特徴

ベクトルを用いてマージンを最大化するような分

離超平面を求める．識別フェーズでは，新たに入力

した識別対象画像から算出した特徴ベクトルに，学

習フェーズで求めた分離超平面を適用して，建物と

植物を分離する． 

4. 実験と考察 

提案手法の有効性を確認するために，実験を行

った．撮影には，ニコン社製カメラ D5100とシグ
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マ社製レンズ SIGMA 4.5mm F2.8 EX DC CIRCU-

LAR FISHEYE HSMを用いた．提案手法を用いた

分離には，SVMにLibSVM[4]の線形カーネルを用

いた． 

魚眼レンズを用いて撮影した写真を提案手法に

より建物と植物の分離した結果を，図 6 と図 7に示

す．分離結果より建物と植物が分離可能であること

がわかる． 

5. むすび 

本研究では,より実用的な日射量予測システムの

開発に向けた，建物と植物の分離について研究を

行った．実際に魚眼レンズを用いて撮影した写真

を入力し，建物と植物の輪郭部の傾きとSVMを用

いることで，建物と植物の判別を実現したことを

確認した． 

今後の課題は，今回得られた判別情報を基に，

日射量を予測する方法の検討を行う予定である． 
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